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新入生28人が本校に入学
４月７日の第55回入学式で，新入生28人が本校

に入学しました。

式の中で新入生代表

生徒は，「責任と自覚を

しっかりと持ち，充実し

た高校生活を過ごして

いきたいです。そして，３

年後の島立ちに備え，自律的に考えて行動するよう

努めていきます」と宣誓しました。

「好学・創造・親和・不屈」の校訓の下，新入生の

みなさんが勉学や学校行事などに真剣に取り組み，

充実した高校生活を送ることを期待します。

朝読書で一日の学びを始める
毎朝８時20分から朝読書を行っています。生徒た

ちは朝の15分間，自分が選んで持ってきた本を静か

に読んでいます。

昨年度までは朝

課外を実施する日

に限り，課外終了後

から朝のホームルー

ムまでの時間を朝読書としていましたが，朝課外を廃

止した今年度からは，通年で実施することにしました。

一般に，朝読書については，言語能力の向上はもち

ろん，「読書が好きになる」，「気持ちを落ち着ける」，

「集中力が高まる」など様々な効果が報告されていま

すが，何よりも朝から落ち着いた雰囲気で１日を始め

られることが大きいのではないでしょうか。

平日15分間の朝読書なら一週間で75分間，一か

月では約５時間になります。毎朝の落ち着いた時間の

中で，読書のもつ楽しさを味わってほしいと思います。

学校文化を創る「特別活動」
4月27日に生徒会の中央委員会など，全部で１０

の委員会が行われました。各委員会では委員長，副

委員長を選出したあと，前期の活動目標や活動内容

を決定しました。

生徒会活動は，学校で教える教科等の目標や大ま

かな教育内容などを定めた『学習指導要領』の中で

定義されています。学習指導要領の解説では，「生徒

会活動は，全校の生徒をもって組織する生徒会にお

いて，学校における自分たちの生活の充実・発展や学

校生活の改善・向上を目指すために，生徒の立場か

ら自発的，自治的に行われる活動である」と説明され

ています（『高等学校学習指導要領解説 特別活動編（平成30年７月）』70頁）。

留意してほしいのは，生徒会は全校の生徒をもって

組織するものであり，その活動は，生徒の立場から自

発的，自治的に行われる活動であるということです。

一部の生徒や執行部任せにせず，自分たちの学校生

活の改善・向上のために，一人一人が主体的に生徒

会活動に関わっていくことを期待します。

ところで，学習指導要領では生徒会活動に加え，

ホームルーム活動，学校行事の三つを「特別活動」と

定めています。特別

活動は，集団への

所属感や連帯感を

育み，ホームルーム

や学校の文化の醸

成へとつながるこ

とが成果として期待されています。

特別活動の意義等については，今後の『校長通

信』の中でお伝えしていきます。

交通安全に対する意識向上のために
4月21日に生徒指導部が下校指導を行いました。

指導の目的は，下校時の挨拶や服装，自転車・単車

の交通ルール遵守に係る指導です。

本校は昨年度，通学

規則の検討を行い，ヘ

ルメットの型指定など安

全対策を講じた上で単

車通学を全面的に認め

ました。規則の変更後，生徒たちは交通ルールを遵守

し，これまでに違反等は皆無です。

交通マナーや交通ルールに対する意識や態度は，

自分自身の安全だけでなく，他者への配慮や他者の

安全にも関わることから，本校では今後も交通安全に

係る指導の充実に努めていきます。

ホームルーム活動
ホームルームや学校における生活づく
りへの参画

日常の生活や学習への適応と自己の成
長及び健康安全

一人一人のキャリア形成と自己実現

生徒会活動
生徒会の組織づくりと生徒会活動の計
画や運営

学校行事への協力

ボランティア活動などの社会参画

学校行事

儀式的行事

文化的行事

健康安全・体育的行事

旅行・集団宿泊的行事

勤労生産・奉仕的行事
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校長講話から 一人一人が大きく成長する令和３年度にするために（令和３年４月６日 始業式）

おはようございます。４月は人と人が出会い，新し
い生活が始まる季節です。明日入学する１年生を加
えて，今年度の与論高校は生徒数108人でスタート
することになります。
新年度の始まりに当たって，本校の重点目標を昨

年度と同様に「予測が困難な時代を主体的に生き抜
く力をもった生徒を育成する」と定めたいと思います。
これからの時代が「予測が困難な時代」と言われる
限り，この重点目標は変えずにいこうと考えています。
予測が困難な時代を生き抜く力を育むために，学

校教育の基本的な事柄を定めた学習指導要領が大
きく変わるという話は3月の修了式でしましたね。これ
からの時代に求められるのは，正解のある問題を速く
正確に解いたり，定まった手順を効率的にこなすこと
だけでなく，よりよい未来や新たな価値の創造に向け
て，自ら課題を見出し，知識や情報を活用しながら多
様な人々と協働して取り組んでいく力です。
したがって，各教科の授業における学びは，単なる

個別の知識の記憶ではなく，生きて働く「知識・技
能」として習得されることが大切です。
さらに，未知の状況に対して，理解していることや，

できることをどのように駆使して課題を解決するかを
考える「思考力・判断力・表現力」。そして，どのように
社会や世界と関わり，よりよい人生を送るかという
「学びに向かう力・人間性等」。この三つの柱に整理
される資質・能力を育成することが，これからの学校
教育の使命になります。
現在進められている「高大接続改革」における大

学入試改革も，この方向性と同じです。現在の大学
入試も，個別の知識の正確な記憶を問うような問題
は減り，その大学が求める学生像に基づいて，高校ま
でに身に付けた資質・能力を多面的・総合的に評価
するような選抜方法に変わりつつあります。
留意してほしいのは，高大接続改革は大学進学を

希望する生徒だけに必要な話ではないということで
す。就職して社会に出て働く場合でも，先ほど話した
資質・能力が問われる時代に既になっているというこ
とです。進路希望に関わらず，みなさん一人一人が，
これからの時代に必要とされる力を身に付けるため
に，私たち教員も工夫しながら授業を行いますので，
みなさんも頑張っていきましょう。
さて，新しい学年の始まりに当たって，高校生活を

送る上で，みなさんに心がけてほしい三つのことにつ
いてお話しします。一つは「自分や他者の生命を尊重
すること」です。日頃の交通など生活上の安全はもち
ろんのこと，自分の心の健康にも努め，他人への思い
やりを大事にしてください。高校時代は悩みを抱え心
理的に揺らぐこともあります。そのようなときには是非，
身近な人へ相談をしてください。そして，家族や友人，

先生方，地域の方々との繋がりはもちろん，目に見え
ないけれど，確実に繋がっている社会の多くの人々に
思いを馳せ，自分の存在を考え，生き方について考え
てください。
二つは「ワンランク上を目指すこと」です。「自分を

育てるのは自分」であり，それは自分の大事な責任で
す。世界でただ一人の私を，どんな私に仕上げていく
のか。その責任者は，みなさん一人一人です。だれも
その責任を肩代わりできません。「時間がない」「忙し
い」「誰も教えてくれない」…それが言い訳だとすれ
ば，自分の大切な，そして唯一の責任を放棄している
ことになります。今の自分に満足せず，自分をどのよう
に高めていくのかを考え，試行錯誤してください。
三つは「凡事徹底」です。凡事徹底とは，「当たり

前のことを徹底的にやること」です。
人が創造性を発揮する瞬間は，自分自身と真剣勝

負する姿勢から生まれます。そして，創造性を発揮す
る人は，規則的な生活を送っている人が多いと言わ
れます。数多くのベストセラー作品を生み出し，ノーベ
ル文学賞候補にも名前が挙がり続ける作家の村上
春樹さんは，習慣を大切にすることで知られています。
村上さんはある雑誌の対談記事の中で，「とにかく

自分をペースに乗せてしまうこと。自分を習慣の動物
にしてしまうこと。一日十枚書くと決めたら，何があろ
うと十枚書く」と述べています。
毎日ペースを守れる人に創造性が訪れることはあ

りますが，一日だけ徹夜したり，新しいものを探しまわ
ったりするだけの人には創造性は宿らないようです。
大切なのは，真剣勝負の瞬間を得るために，備える準
備を日々意識することです。
学びも同じです。規則正しい生活の中で，じっくりと

物事を考える時間を保ち，生活のリズムを維持するこ
とです。凡事徹底を貫く中で，創造性の新しい引き出
しを獲得していってほしいと思います。
みなさんには既に説明したように，本校は今年度か

ら，一定期間の学習内容をペーパーテストでまとめて
評価する定期考査を廃止して，各教科がそれぞれの
単元や題材のまとまりの中で，知識量を問うペーパー
テストのみならず，論述やレポートなどを含む多様な
方法で評価していく方法に改めます。つまり，毎日の
一時間一時間の授業がこれまで以上に真剣勝負に
なるということです。毎日の授業と予習・復習における
凡事徹底を通して，自分の興味・関心のアンテナの感
度を高め，自分が没頭できる「大切な何か」を見つけ
てほしいと思います。
みなさん一人一人が，充実した毎日を過ごし，大き

く成長する令和３年度にしていきましょう。□

【引用・参考文献】坪井広行『What is Learning? 学びとは何か』2020年，幻

冬舎／「村上春樹ロングインタビュー」『考える人』2010年夏号所収，新潮社


